
倒ｉ言集 と 賛 美 の 礼 拝
～ 共１こいま す神 ～

同］は司会 岩
．
【全］は全員

，
藺］は男 性

，
［女］は女性 か読ん で下さい．

イ ンマヌ エ ル

［副 イ エ ス・キ１」ストの 誕 生 の 次 第 は 次 の よ うで あっ た血 母 マ１」

アはヨセフと婚 約していたが、二 人 が一 緒になる前に、聖 霊

によって 身ごもっていることが明らかになった由 夫ヨセフは正し

い人であったので、 マリアのことを表 ざたにするのを望まず、

ひそかに縁を 切ろうと決 心した。このように考えていると、主

の天 使が 夢に現 れ て言った。
「ダビデの 子ヨセフ、 恐 れ ず妻

マリアを迎え入れなさい。マリアの 胎の子は聖 霊によって宿っ

たのである。マリアは男の 子を産む。その子をイエスと名 付け

なさい。この子は自分の 民を罪から救うからである．」

［全１このすぺてのことが 起こったのは、主が 預 言者を通して言

われていたことが実 現 するためであった。
「見よ、おとめが 身

ごもって 男の子を産 む。その名 はインマヌエルと呼 ぱれる。」

この 名 は
、

「神 は 我 々と 共 に おら れ る」と いう 意 味 で ある。

【マタイ福 音書 １＝１日一２ヨ】

ヤコ ブヘ の約 東

伺１ヤ コ プ は ベ エ ル・シ ェ バ を 立 っ て ハラ ン ヘ 向 か っ た
。

とあ る

場 所に来たとき、日 が沈 んだので、そこで 一夜 を過ごすこと

にした。ヤコプはその場 所にあった石を一つ取って 枷こして、

そ の 場 所 に 横 た わ った。 す ると、 彼 は 夢 を 見 た。 先 端 が 天 ま

で達する階段が 地に向かって 伸びており、しかも、神の御 使

いたちがそ れを上ったり下ったりしていた。

１全１見よ、 主 が傍らに立って言 われ た。「わたしは、あなたの

父 祖アプラハムの神、イサクの神、 主である，あなた が今 横

たわっているこの士 地を、あなたとあなたの 子孫に与える。あ

なたの子 孫は大 地の砂 粒のように多くなり、 西 へ、 東へ、 北

へ、 南へと広がっていくであろう。地 上の氏族 はすぺて、あな

たとあなたの子孫によって祝 福に入る。見よ、わたしはあなた

と 共 に い る。 あ な た が どこ へ 行 って も、 わ た し は あ な た を 守 り、

必 ずこの土地 に連れ 帰る。わたしは、あなたに約 束したことを

果たすまで決して見 捨てない由」

【創 朋：ｌｏ－ｌｏ】

出エジプトの奇跡

膀］わたしたちの先 祖がエジ プトで 苦しんでいるのを見／ 葦の

海で 叫ぴ声をあげるのを聞き／ファラオとその家 来／その 国

民す べてに対して／あなたは 数々の不 恩 議と奇跡を行 われ

た。あなたは先 祖の目の 前 で海を二つに裂き／海 の中の 乾

いた地を通らせ／ 追い追 る敵をあたかも石のように／荒 れ 狂

う水の深み に投 げ込まれ た。昼 は雲の柱、夜は 火の柱をもっ

て／わたしたちの先祖 を導き／その 進み行く道を照らされた。

あなたは天からシナイの山に降って彼らと語口／ 正しい法、真

実の徳法／優れた淀と戒めを授け／あなたの聖なる安息日

を布 告し／ 僕モーセによって／ 戒めと淀と律法 を授けられた。

彼らが 飢えれ ぱ、 天からパンを恵 み／ 渇けぱ、岩 から水を湧

き出させ／ 必 ず 与えると誓われ た土 地に行って／それ を所

有 せ よと 命 じられ た。

［女１ところが、わたしたちの 先 祖は傲 慢 にうまん〕にふるまい／

かたくなになり、 戒め に従わなかった。 聞き従うことを拒み ／

彼らに示された 驚くぺき御 業を忘れ ／かたくなになり／エジ

プト の 苦 役 に 戻 ろうと 考 え た
。

し か し
、

あ な た は 罪 を 赦 す 神坦

恵みに満ち、隣 れみ 深く／ 忍 耐 強く、 慈しみに溢 れ ／先 祖を

見 捨てることはなさらなかった。彼らが 牛の 像を鋳１い〕て造り

／エジ プトから救ってくれた神 だと称し／ 背 信の大 罪を犯し

たときも／まことに隣 れ み 深いあなたは／彼らを荒 れ 野に見

捨てることはなさらなかった。昼 は雲 の柱を取り去ることなく

行く手を示し／ 夜 は火の柱を取り去ることなく／ 行く道を照ら

さ れ た
皿

【ネ ヘミ ヤ ９＝９－２１】

ヨ シュ ア ヘの 釣京

同１主の僕モーセの死 後、主はモーセの従 者、ヌンの子ヨシュ

ア に 言 わ れ た。
「わ た しの 僕 モ ー セ は 死 ん だ

。
今
、

あ な た は こ

の 民す ぺてと共に立ってヨルダン川を渡り、わたしがイスラエ

ルの 人々に与えようとしている土 地に行きなさい目モ ーセに告

げたとおり、わたしはあなたたちの足の裏が 踏 む所をす べて

あなたたちに与える。わたしはモーセと共にいたように、あな

た と 共 にい る。 あ な た を 見 放 す ことも、 見 捨 て ることも な い． 強

く、雄々しくあれ。あなたは、わたしが 先祖たちに与えると哲っ

た 土 地 を
． こ の 民 に 継 が せ る 者 で あ る。

［全１ただ、 強く、 大いに雄々しくあって、わたしの僕モーセが 命

じた 律 法をす べて 忠 実に守り、右にも左 にもそ れてはならな

い。
そ う す れ ぱ

、
あ な た はど こに 行 って も 成 功 す る。 この 律 法

の 書をあなたの 口 から離すこと雇く、 昼も夜百口ずさみ、そこ

に書か れていることをす ぺて忠 実に守りなさい。そうすれ ば、

あ な た は
、 そ の 行 く 先 々 で 栄 え

、
成 功 す る。 わ た し は、 強 く

雄 々 しくあ れ と 命 じた で は な い か。 うろ た え て は な らな い
。

お の

のいてはならない由あなたがどこに行ってもあなたの 神、 主は

共 に い る。」

【ヨシ ュ ア １１ｌ－９】

コ ラの 子 の 碍

【女１神 はわたしたちの避 けどころ、わたしたちの砦由 苦難 のと

き、 必 ず そこにいまして助 けてくださる由わたしたちは 決して

恐れない／地 が姿を変え／山々が 揺らいで 海の中に移るとも

／海 の水 が騒 ぎ、沸き返り／その高 ぷるさまに山々が震える

と も。

圓 太 河とその 流れ は、神 の都に喜ぴを与える／いと高き神

のいます 聖 所に。神はその中 にいまし、都 は揺らぐことがない。

夜 明けとともに、 神は助 けをお 与えになる、 す ぺての民 は騒

ぎ
、 国 々 は 揺 ら ぐ。 神 が 御 声 を 出 さ れ ると、 地 は 溶 け 去 るヰ 万

軍の主 はわたしたちと共にいます出ヤコプの神 はわたしたちの

砦の塔。 主の成し遂 げられることを仰ぎ見よう由主 はこの地を

圧 倒される。地 の果てまで、戦いを断ち／弓を砕き槍を折り、

盾 を 焼 き 払 わ れ る。
「力 を 捨 て よ、 知 れ ／ わ た し は 神。 国 々 に

あがめられ、この地 であが められる。」万 軍 の主はわたしたち

と 共 にい ま す由 ヤコ プ の 神 は わ た した ち の 砦 の 塔。

【言寺 ４０＝１一｝２】



ヒ ゼキヤ の癒 し

伺１そ の ころ、 ヒ ゼ キ ヤ は 死 の 病 に か か った。 預 言 者、 ア モ ッ

の子イザヤが 訪ねて 来て、
「主はこう言 われる由『あなた は死

ぬこと に な っ て い て、 命 は な い の だ か ら、 家 族 に 遺 言 をし な さ

い』」と 言 っ た． ヒ ゼ キ ヤ は 顔 を 壁 に 向 け て、
主 にこう 祈 っ た

。

ｒあ あ
、

主 よ
、

わ た し が まことを 尽くし
、 ひ た む き な 心 を もっ て

御 前を歩み、御 目にかなう善いことを行ってきたことを思い起

こしてください由」こう言って、ヒセキヤは涙を流して 大いに泣

い た。

［女１イザ ヤが 中庭を出 ないうちに、 主の言 葉 が 彼に臨んだ。
ｒわが 民 の君 主ヒゼキ ヤのもとに戻って言いなさい。

ｒあなた

の父 祖ダビデの神、 主はこう言 われる。わたしはあなたの祈り

を 聞 き、 涙 を 見 た。 見 よ、 わ た し は あ な た を い や し、 三 日 目 に

あなたは主の 神殿に上れるだろう。わたしはあなたの 寿 命を

十 五年 延ぱし、アッシリアの 王の手からあなたとこの都を救い

出 す。 わ た し は わ た し 自 身 の た め に、 わ が 僕 ダ ビ デ の た め に、

こ の 都 を 守り 抜く。』」

【皿 列 王 ２０：１－ｌｌ】

虫け らの ヤコ ブよ

傷］わたしの僕イスラエルよ坦わたしの選んだヤコブよ。わたし

の愛する友アプラハム の末よ。わたしはあなたを固くとらえ／

地の果て、 その隅々から呼び 出して言った。あなたはわたし

の僕／わたしはあなたを選ぴ、決して見捨 てない。恐れること

は な い、
わ た し は あ な た と 共 に いる 神

。
た じ ろ ぐ な

、
わ た し は あ

なたの神。勢いを与えてあなたを助け／わたしの救いの 右の

手 で あ な た を 支 え る坦

［全１見よ、あなた に対して怒りを燃 やす 者 は 皆／ 恥を受け、

辱められ／ 争う者は滅ぽされ、 無に等しくなる。争いを仕 掛け

る者は捜しても見いだせず／ 戦いを挑 む者は無に帰し、むな

しく な る。 わ た し は 主、 あ な た の 神。 あ な た の 右 の 手 を 固 く 取

っ て 言う ／ 恐 れ る な
、

わ た し は あ な た を 助 け る、 と。 あ な た を

蹟 う 方、 イ ス ラ エ ル の 聖 な る 神 ／ 主 は 言 わ れ る。 恐 れ る な、

虫けらのようなヤコプよ／イスラエルの 人々よ、わたしはあな

た を 助 け る。

【イ ザ ヤ 仙１昌一１４】

弁竈者

同１イエスはこう答えて 言われた。
ｒわたしを愛する人は、わた

しの言葉を守る。わたしの父はその人を愛され、父とわたしと

は そ の 人 の ところ に 行 き、 一 紺 こ住 む。 わ た しを 愛 さ な い 者 は、

わたしの言 葉を守らない。あなたがたが 聞いている言 葉 はわ

たしのものではなく、わたしをお遭 わしになった 父のものであ

る。
わ た し は

、 あ な た が た と いた とき に、 こ れ ら のことを 話 した
。

しか し
、

弁 護 者
、

す な わ ち
、 父 が わ た しの 名 に よ って お 遣 わ し

になる聖 霊が、あなたがたにすぺてのことを教え、わたしが 話

したことをことごとく恩い起こさせてくださる担わたしは、平 和を

あ な た が た に 残 し、 わ た し の 平 和 を 与 え る。 わ た し は これ を、

世が 与えるように与えるのではない血心を騒がせるな。おびえ

るな
目

ｒわ た し は 去 っ て 行く が
、

ま た
、 あ な た が た のとこ ろ へ 戻

っ て 来 る』と 言 っ た の を あ な た が た は 聞 い た。 わ た しを 愛 し て

いるなら、わたしが 父のもとに行くのを喜 んでくれるはずだ。

父はわたしよｏも偉大な方だからである。

【ヨハ ネ 福 音 書 １４＝２ヨー２島〕

信仰の固諒

伎１わたしたちもまた、このようにお びただしい証 人の群 れに

囲まれている以．止、すべての重 荷や 絡みっく罪をかなぐり捨

てて、 自 分に定 められ ている競 走を忍 耐 強く走り抜こうで は

ありませんか、信 仰の創 始 者また完 成 者 であるイエスを見 つ

め な が ら。 こ のイ エ ス は
、

御 自 身 の 前 に あ る 喜 び を 捨 て、 恥 を

もいとわないで十 字 架 の死を耐え忍 び、 神の 玉 座 の右にお

座りになったのです． あなたがたが、気 力を失い疲 れ果てて

しまわないように、御 自分に対する罪 人たちのこのような反 抗

を 忍 耐 さ れ た 方 のこと を
、

よく 考 え なさ い
、

あ な た が た は ま だ
、

罪と戦って血を流すまで抵 抗したことがありません坦
旧１また、子 供たちｉこ対するようにあなたがたに話されている

次の勧 告を忘 れています，ｒわが 子よ、 主の鍛 錬を 軽んじて

はいけない。 主 から懲らしめられ ても、／ 力を落としてはいけ

ない。なぜなら、主 は愛 する者を鍛え、／ 子として受け入 れ

る 者 を 皆
、

／ 鞭 打 た れ る か ら で あ る。」あ な た が た は、 こ れ を

鍛 錬として忍 耐しなさい。神は、あなたがたを子として 取り扱

っ て おら れ ま す。

【ヘ ブライ ユ２１１一ユ３】

憂 の内１こと ど まる神

［司１愛する者たち、 互いに愛し合いましょう由愛 は神から出るも

の で、 愛 す る 者 は 皆、 神 から 生 ま れ、 神 を 知 っ て い る か らで す。

愛することのない者は神を知りません。神 は愛だからです。 神

は、 独り子を世にお遣 わしｉこなりました血その方によって、わた

したちが生きるようになるためです．ここに、 神の 愛がわたし

たちの内に示されました。わたしたちが 神を愛したの ではなく、

神がわたしたちを愛して、わたしたちの罪を償ういけにえとし

て、 御 子 を お 遣 わ しに なりまし た
。 ここに 愛 が ありま す由

愛する者たち、神がこのようにわたしたちを愛されたのです か

ら、 わたしたちも互 いに愛し合うぺきです坦いまだ かつて神を

見た 者はいませ ん。わたしたちが 互いに愛し合うならぱ、 神は

わたしたちの内にとどまってくださり、神の愛がわたしたちの内

で全うされているので す。

【ヨハネの手 紙Ｉ ４＝〒一加】

世の饗わりまで

［全１さて、 十一 人の弟 子たちはガリラヤに行き、イエスが指 示

し て お か れ た 山 に 登 った。 そ し て、 イ エ ス に 会 い、 ひ れ 伏 した
。

し か し
、

疑 う 者 もい た。 イ エ ス は
、

近 寄 って 来 て 言 わ れ た坦
ｒわ

たしは天と地の」 切の権 能を授 かっている。だから、あなたが

たは 行って、すぺての 民をわたしの弟子にしなさい。彼らに父

と子と聖霊 の名によって 洗 礼を授け、あなたがたｉこ命じてお

いたことをす ぺて守るように教えなさい．わたしは 世の終 わり

ま で、 い つ もあ な た が たと 共 に いる。」

正マタイ福 音書 ２島＝１６－２０〕


